
1 沿 革 12

明治25年(1892)11月16日 セミナー回数 受講者数 指導者数
18回  1,330人 32人

昭和23年(1948) 2月 1日

昭和27年(1952)11月15日 13
昭和39年(1964) 1月15日

昭和53年(1978) 4月 1日

平成27年(2015) 3月31日

2 名 誉 職
支  　 部　   長

14

3 会 員 人
法人

4 社 資

5 評 議 員

6 代 議 員

7 青 少 年 赤 十 字
幼 稚 園 ・ 保 育 所 ( 園 )

小 学 校
中 学 校
高 等 学 校

8 赤 十 字 奉 仕 団
地 域 奉 仕 団 15
青 年 奉 仕 団
安 全 奉 仕 団
看 護 奉 仕 団
語 学 奉 仕 団

病 院 ボ ラ ン テ ィ ア 会 16 血液事業(千葉県赤十字血液センター)
特 殊 救 護 奉 仕 団
安 全 水 泳 奉 仕 団

青少年赤十字賛助奉仕団

9 防 災 ボ ラ ン テ ィ ア
リ ー ダ ー 17

地 区 リ ー ダ ー
一 般 登 録 者

10 救 急 法 等 の 講 習 18

救 急 法
水 上 安 全 法
雪 上 安 全 法

健 康 生 活 支 援 講 習 19
幼 児 安 全 法

11 看護師等の教育(日本赤十字看護大学　他)
奨 学 生 数

（令和6年3月31日現在）

成田赤十字病院開設
義肢製作所開設 国 際 活 動
千葉県赤十字血液センター開設 職員派遣 -

１　日本赤十字社千葉県支部現勢
防 災 教 育 事 業

千葉県委員部設置
(その後、明治29年に｢千葉支部｣と、昭和27年に｢千葉県支部｣と改称) 防 災 セ ミ ナ ー

ネパールコミュニティ防災強化事業 1,000,000円
熊　　谷　　俊　　人 バヌアツ青少年赤十字海外支援事業 1,000,000円

成田赤十字看護専門学校開設 本社国際活動資金援助 3,000,000円
成田赤十字看護専門学校廃止

（

内

訳

）

南スーダン紛争犠牲者支援事業 500,000円
ラオス救急法普及事業 500,000円

監　査　委　員
岩　　田　　利　　雄 国際救援金 17,412,217円
田　　中　　昌　　夫 NHK海外たすけあい 1,636,278円

副　支　部　長
黒　　野　　嘉　　之
井　　崎　　義　　治
萩　　原　　　　 　博

14個班
無線局 86台

個 人 12,487 救護車両 26台

参　　　　　　与
添　　　谷　 　　　進
高　梨　　み  ち  え 国 内 災 害 救 護
冨　　塚　　昌　　子 救護班数

287,758円
令和5年6月30日からの大雨災害義援金 603,466円

72人 令和5年7月7日からの大雨災害義援金 923,168円

法 人 7,141 取扱義援金額 131,621,931円

（

内

訳

）

令和5年5月能登地方地震災害義援金 478,149円
623,110,934円 令和5年台風第2号等大雨災害義援金

令和6年能登半島地震災害義援金 110,822,412円
246校(園)

令和5年台風第6号災害義援金 291,229円
6人 令和５年台風第13号災害義援金 18,215,749円

70校 備蓄救護物資
30,118個

16園
95校

(毛布・緊急セット等)

医 療 事 業 ( 成 田 赤 十 字 病 院 )
67団 5,855人

総病床数

65校

710床
59団 5,013人

入院患者数 210,863人
1団 176人

外来患者数 269,791人

1団 39人

移動採血車 10台

1団 313人
1団 36人
1団 46人

1団 25人

供給数(換算本数) 863,337単位
1団 16人

献血者数 236,025人

献血ルーム 6箇所

590件
20人

訪問出張相談 314回
209人
199人

施 設 及 び 職 員 数 1,731人

1団 191人

社 会 福 祉 施 設 ( 義 肢 製 作 所 )
428人

製作修理件数

日本赤十字社千葉県支部 31人
成田赤十字病院 1,407人

講習回数 受講者数 指導員数

千葉県赤十字血液センター 293人
- - 6人

一般会計(支部) 759,088千円

885回 26,370人 368人
19回 868人 48人

32人

54回 1,141人 56人

医療施設特別会計 27,656,842千円
90回 1,243人 80人

会 計 ( 令 和 6 年 度 予 算 ） 28,415,930千円


